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       Ａ．研究目的                             
  本研究では、医師勤務管理用スマホアプ
リを開発・運用し、ビーコンシステムとの
連動により医師の勤務実態関連ビッグデー
タを客観的・効率的に収集する。また、収
集したデータから医師の時間外労働延長因
子の解明ならびに改善提案アルゴリズムを
開発し、医師の労働時間短縮に資する知見
を創出する。 

                                                
       Ｂ．研究方法                             

  令和5年度は、順天堂大学医学部附属順天
堂医院の勤務医および初期臨床研修医を対
象として、スマホアプリを用いて医師の勤
怠管理実態収集のための臨床研究で2022年
9月1日から2023年8月31日の期間に収集し
たデータに対し解析を行なった。 
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スマホから検知したデータは、同エリ
ア内における「スマホ検知終了時刻 – 
スマホ検知開始時刻 = エリア滞在時
間」、エリア滞在時間1分未満は移動時
間、24時間以上はスマホ非携帯として
除外した。 

解析方法は、①ビーコンを設置場所ご
とに勤務区分グループ（外来、病棟、
手術、処置・検査、その他）および自
己研鑽区分に分類し、研究対象者の属
性毎の勤務時間を評価した。 

また、②研究対象者基本情報、ビーコ
ンの勤務区分毎の勤務時間を独立変
数、勤務管理システムの勤務時間を従
属変数とした重回帰分析を行い、勤務
時間延長のリスク因子を評価した。 
本スマホアプリと連動する勤怠管理シ
ステムの要件定義を実施した。 
 
（倫理面への配慮） 
研究で得られた研究参加者の個人的な
情報および測定データは、個人の特定
ができないことはもちろんであるが、
学術会議等で公表する際にも統計処理
が施され、これらの情報保護に細心の
注意を払うものとする。 
 

 

 

Ｃ．研究結果 
順天堂大学医学部附属順天堂医院

(1036 床)に勤務する医師 1,364 名、初
期臨床研修医 87 名を対象に 2022 年 9
月 1 日から 2023 年 8 月 31 日まで勤務
データを収集した。研究参加同意者数
は 418 名(45.0%)であった。そのうち
解析対象者として 398 人を同定した。
収集したビーコンデータは、
12,323,151件収集した。 
2022 年 9 月〜2022 年 11 月の

6,749381件のデータを解析した。アプ
リによる勤務時間は 2.9±3.0 時間、自
己研鑽時間は 2.8±5.9 時間、勤怠シス
テムにて確認した勤務時間は 7.0±4.6
時間、自己研鑽時間は 2.1±3.3 時間で
あった。 
また、アプリと連動する勤怠管理シス
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Ｃ．研究結果 
順天堂大学医学部附属順天堂医院

(1036 床)に勤務する医師 1,364 名、初
期臨床研修医 87 名を対象に 2022 年 9
月 1 日から 2023 年 8 月 31 日まで勤務
データを収集した。研究参加同意者数
は 418 名(45.0%)であった。そのうち
解析対象者として 398 人を同定した。
398 人から収集したビーコンデータは
12,323,151件であり、そのうち
2,735,360件を対象とした(図 1)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 組み入れ対象データの内訳 

 
解析対象者の内訳(図 2)は、常勤 310
名、非常勤 27 名、研究医 61 名であっ
た。平均年齢は 40.9±9.9歳で、男性
280 名(70.4%)であった。職位の内訳
は、教授 41 人(10.3%)、准教授 125 人
(31.4%)、講師 2 人(0.5%)、助教 86 人 
Ｄ．健康危険情報 

該当なし 

 
 

スマートフォン配布対象者
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解析対象者のビーコンデータ
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除外基準に基づき解析対象者から除外
・ビーコンデータ無し (n = 12)
・66歳以上 (n = 6)
・同意取得の不備 (n = 2)

参加同意者
(n = 418)

参加同意なし
(n = 511)

解析対象者 (n = 398)

解析対象ビーコンデータ
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(21.6%)、助手83人(20.9%)、症候性研
修医41人(10.3%)、シニアレジデント20
人(5.0%)であった。 

図2 解析対象者の内訳 

アプリ(ビーコン)による勤務時間は1
1.5±4.6時間/週、自己研鑽時間は10.1
±3.3時間/週、勤怠管理システムにて
確認した勤務時間は13.0±11.6時間/s
週、自己研鑽時間は12.2±17.6時間で
あった。アプリの位置情報から収集さ
れた労働時間は、現在の労働時間管理
に利用している実際の勤怠システムに
て確認した労働時間より少なく算出さ
れた。 

また、ビーコン設置場所毎に勤務区分
に分類し、各勤務区分における勤務時
間に基づき次元削減アルゴリズム(UMA
P、HDBSCAN)を用いて解析対象者層別化
した。UMAPから解析対象者は11群のク
ラスターに分類(次ページ図3)し、階層
型クラスタリングにて個別化を行なっ
た(次ページ図4)。 



厚生労働科学研究費補助金（政策科学総合研究事業 
（臨床研究等ICT基盤構築・人工知能実装研究事業）） 

 （総括）研究年度終了報告書 
 

       スマートフォンアプリケーションとビーコンシステムを活用した 
医師の客観的かつ効率的な労働時間管理による勤務実態の見える化 

 
           研究代表者  猪俣 武範 順天堂大学 

  研究要旨 

医師の多様な勤務状況と時間外労働延長因子を勤務管理用スマ
ホアプリとビーコンシステムを活用し、解明する。 

 

 
 
 
 

  
        
        
                 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 -03 
 
  

図 3 次元削減アルゴリズム UMAP に

よる層別化 

また、本スマホアプリと連動する勤怠
管理システムの要件定義を実施した(添
付研究成果②)。 

 

 図 4 階層型クラスタリングによる個別化 


